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平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
「
復
興
・
防
災

対
策
」、
「
成
長
に
よ
る
富
の

創
出
」、
「
暮
ら
し
の
安
心
・

地
域
活
性
化
」
の
三
分
野
に

重
点
化
し
て
提
出
さ
れ
、
水

産
関
係
で
は
１
、
０
０
１
億

円
が
計
上
さ
れ
た
。
う
ち
公

共
事
業
関
係
で
は
７
１
２
億

円
を
計
上
し
て
い
る
。

内
容
は
次
の
通
り
。

一

国
土
強
靱
化
・
競
争
力

強
化

�
水
産
基
盤
整
備
事
業
～
４

８
５
億
円

漁
港
施
設
の
老
朽
化
や
大

規
模
災
害
に
備
え
た
防
災
・

減
災
対
策
、
国
産
水
産
物
の

輸
出
促
進
を
図
る
た
め
の
高

度
衛
生
管
理
型
漁
港
や
漁
場

整
備
を
実
施

�
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
（
水
産
関
係
）
～
１
９
０

億
円地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実

施
す
る
漁
村
の
防
災
・
減
災

対
策
や
水
産
業
の
基
盤
整
備

を
支
援

�
漁
港
施
設
災
害
復
旧
等
事

業
～
３７
億
円

台
風
、
地
震
等
の
災
害
に

よ
り
被
災
し
た
漁
港
施
設
の

災
害
復
旧
を
実
施

�
強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付

金
～
４６
億
円

産
地
に
お
け
る
水
産
業
の

強
化
と
、
地
震
等
に
よ
る
災

害
の
未
然
防
止
等
を
図
る
際

に
必
要
と
な
る
施
設
整
備
を

支
援

�
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
た
め

の
水
産
加
工
・
流
通
施
設
の

改
修
支
援
事
業
～
２５
億
円

輸
出
先
国
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

基
準
等
を
満
た
す
た
め
の
施

設
の
改
修
整
備
を
支
援

二

経
営
環
境
の
悪
化
に
対

す
る
緊
急
措
置

�
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

～
７２
億
円

資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁

業
者
に
対
す
る
共
済
・
積
立

ぷ
ら
す
を
活
用
し
た
減
収
補

て
ん
等
を
実
施

�
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
構
築
事
業
～
３９
億
円

漁
業
経
営
安
定
の
た
め
、

燃
油
価
格
等
が
急
騰
し
た
際

の
補
て
ん
金
の
交
付

三

「
攻
め
の
水
産
業
」
の

前
倒
し

�
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策

事
業
～
５０
億
円

省
エ
ネ
型
漁
船
の
導
入
、

高
船
齢
漁
船
の
代
船
建
造
等

に
よ
る
収
益
性
を
高
め
る
取

組
を
支
援

�
漁
業
就
業
者
確
保
・
育
成

対
策
事
業
～
５
億
円

新
規
漁
業
就
業
者
の
確
保

の
た
め
、
漁
業
現
場
に
お
け

る
長
期
研
修
等
を
支
援

四

そ
の
他
の
追
加
財
政
需

要
等

�
鯨
類
捕
獲
調
査
円
滑
化
対

策
～
３
億
円

鯨
類
捕
獲
調
査
を
安
全
か

つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ

う
、反
捕
鯨
団
体
の
妨
害
活
動

に
対
す
る
安
全
対
策
を
強
化

�
水
産
庁
漁
業
取
締
船
等
の

船
舶
運
航
費
～
２
億
円

漁
業
取
締
活
動
の
増
加
に

伴
う
取
締
船
の
船
舶
運
航
費

等
の
追
加

�
水
産
庁
漁
業
取
締
船
の
代

船
建
造
～
３０
億
円

外
国
漁
船
等
に
よ
る
違
反

操
業
等
の
指
導
・
取
締
体
制

強
化
の
た
め
、
老
朽
化
し
た

既
存
取
締
船
の
代
船
を
建
造

�
独
立
行
政
法
人
施
設
整
備

～
１８
億
円

�
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
及
び
水
産
大
学
校
の
耐
震

改
修
等
を
実
施

http : //www.gyokou.or.jp/

平
成
２５
年
度
予
算
要
求
に

つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
の
概

算
要
求
内
容
を
見
直
し
、「
復

興
・
防
災
対
策
」、
「
成
長
に

よ
る
富
の
創
出
」、
「
暮
ら
し

の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の

三
分
野
に
重
点
化
し
た
要
求

に
入
れ
替
え
て
１
月
１１
日
に

提
出
さ
れ
た
が
、
水
産
予
算

概
算
要
求
総
額
は
１
、
８
８

９
億
円
で
対
前
年
比
１
０
３

・
１
％
と
な
っ
た
。
２４
年
度

補
正
を
追
加
し
た
額
で
は

２
、
８
８
９
億
円
（
対
前
年

比
１
５
７
・
７
％
）
と
な

る
。ま
た
、
公
共
事
業
の
要
求

額
は
７
８
２
億
円
（
対
前
年

比
１
１
０
・
３
％
）
で
、
２４

年
度
補
正
を
加
え
る
と
１
、

４
９
４
億
円
（
対
前
年
比
２

１
０
・
８
％
）。

重
点
事
項
と
要
求
額
は
次

の
通
り
。

�
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
～
４５
億
円

水
産
業
・
漁
村
の
有
す
る

多
面
的
機
能
発
揮
の
た
め
の

取
組
み
へ
の
支
援
。

�
資
源
管
理
・
漁
業
経
営
安

定
対
策
（
「
資
源
管
理
・
漁

業
所
得
補
償
対
策
」
と
い
う

名
称
を
変
更
）
～
３
７
４
億

円
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁

業
者
に
対
す
る
共
済
・
積
立

ぷ
ら
す
を
活
用
し
た
収
入
安

定
対
策
、
燃
油
高
騰
等
に
対

す
る
コ
ス
ト
対
策
を
実
施

�
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事

業
～
１１
億
円

川
下
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し

た
出
荷
や
産
地
・
消
費
地
情

報
の
一
元
化
を
図
る
取
組
、

流
通
過
程
の
各
段
階
へ
の
個

別
指
導
、
流
通
促
進
の
た
め

の
機
器
整
備
等
を
支
援

�
新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支

援
事
業
～
１２
億
円

漁
業
へ
の
就
業
前
の
青
年

に
対
す
る
給
付
金
の
給
付

や
、
就
業
・
定
着
促
進
等
の

た
め
長
期
研
修
等
を
支
援

�
水
産
基
盤
整
備
事
業
（
公

共
）
～
７
６
３
億
円

漁
港
施
設
の
老
朽
化
や
大

規
模
災
害
に
備
え
た
防
災
・

減
災
対
策
、
国
産
水
産
物
の

輸
出
促
進
を
図
る
た
め
の
高

度
衛
生
管
理
型
漁
港
や
漁
場

整
備
を
実
施

	
強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付

金
～
４５
億
円

産
地
に
お
け
る
水
産
業
の

強
化
と
、
地
震
等
に
よ
る
災

害
の
未
然
防
止
等
を
図
る
際

に
必
要
と
な
る
施
設
整
備
を

支
援



韓
国
・
中
国
等
外
国
漁
船

操
業
対
策
事
業
～
２９
億
円

漁
業
者
に
よ
る
外
国
漁
船

の
投
棄
漁
具
等
の
回
収
活
動

や
、
外
国
漁
船
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
監
視
活

動
等
を
支
援

�
ウ
ナ
ギ
対
策
関
連
事
業
～

１
・
８
億
円

ウ
ナ
ギ
資
源
の
回
復
と
安

定
供
給
を
図
る
た
め
、
ウ
ナ

ギ
の
生
息
状
況
調
査
や
、
ウ

ナ
ギ
資
源
の
増
殖
の
た
め
の

放
流
等
を
支
援

�
赤
潮
・
貧
酸
素
水
塊
対
策

推
進
事
業
～
２
・
５
億
円

赤
潮
の
発
生
・
増
殖
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
防
除
技
術

の
研
究
開
発
の
実
施



有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止

総
合
対
策
事
業
～
５
・
２
億

円
大
型
ク
ラ
ゲ
等
の
有
害
生

物
に
つ
い
て
、
混
獲
回
避
漁

具
の
導
入
促
進
、
駆
除
、
陸

上
処
理
等
を
支
援

�
漁
業
取
締
り
の
強
化
～
１

２
７
億
円

外
国
漁
船
の
違
法
操
業
へ

の
取
締
強
化
へ
の
要
請
等
に

対
応
す
る
た
め
、
漁
業
取
締

船
を
２
隻
増
隻
す
る
と
と
も

に
、
取
締
船
の
代
船
建
造
を

実
施

昨
年
１２
月
２６
日
に
発
足
し

た
安
倍
内
閣
の
農
林
水
産
大

臣
に
林
芳
正
氏
が
就
任
し

た
。
林
氏
は
こ
れ
ま
で
防
衛

大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
な
ど
を
歴
任
。
昭
和
３６
年
、

山
口
県
下
関
市
生
ま
れ
。
東

大
法
学
部
卒
。
三
井
物
産
勤

務
、
大
蔵
大
臣
秘
書
官
な
ど

を
経
て
参
院
議
員
３
期
。

副
大
臣
に
は
江
藤
拓
氏
と

加
治
屋
義
人
氏
が
就
い
た
。

江
藤
氏
は
昭
和
３５
年
、
宮
崎

県
生
ま
れ
。
平
成
１５
年
に
初

当
選
。
２０
年
に
は
農
水
大
臣

政
務
官
を
務
め
た
。
加
治
屋

氏
は
昭
和
１３
年
、
鹿
児
島
県

生
ま
れ
。
鹿
児
島
県
議
会
議

員
を
経
て
平
成
１３
年
初
当

選
。
１６
年
に
農
水
大
臣
政
務

官
、
１８
年
に
参
議
院
農
林
水

産
委
員
長
を
務
め
た
。

農
水
大
臣
政
務
官
に
は
長

島
忠
美
氏
と
稲
津
久
氏
が
就

任
し
た
。
長
島
氏
は
昭
和
２６

年
、
新
潟
県
生
ま
れ
。
元
山

古
志
村
村
長
。
平
成
１７
年
に

初
当
選
。
稲
津
氏
は
昭
和
３２

年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
北
海

道
議
会
議
員
を
３
期
務
め
た

後
、
平
成
２１
年
に
初
当
選
し

た
。 １２

月
２１
日
（
金
）
、
都
内

三
田
共
用
会
議
所
に
お
い

て
、
粘
り
強
い
構
造
に
関
す

る
技
術
開
発
事
例
報
告
会
が

開
催
さ
れ
た
。

漁
港
施
設
の
地
震
・
津
波

対
策
の
効
果
的
な
推
進
に
向

け
て
、
粘
り
強
い
構
造
に
関

し
先
進
的
に
研
究
開
発
さ
れ

た
新
技
術
、
新
工
法
等
に
つ

い
て
、
漁
港
漁
場
新
技
術
研

究
会
の
会
員
各
社
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

�
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
を
既

設
の
防
波
堤
や
岸
壁
に
打
設

し
張
力
を
加
え
て
補
強
粘
り

強
く
す
る
工
法
（
�
エ
ス
イ

ー
）

�
浮
体
構
造
物
が
津
波
に
よ

る
水
位
上
昇
で
流
出
す
る
の

を
防
止
す
る
た
め
に
ア
ン
カ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
（
通
常
潮
位
対

応
）
に
距
離
を
お
い
て
補
助

ア
ン
カ
ー
（
津
波
対
応
高
）

を
設
置
す
る
工
法
（
三
井
造

船
鉄
構
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

�
）

�
Ｌ
２
津
波
来
襲
時
に
は
部

分
的
に
壊
れ
て
、
全
面
破
壊

を
免
れ
、
津
波
を
弱
め
る
作

用
と
し
て
働
き
、
復
旧
も
容

易
と
い
う
「
部
分
破
壊
許
容

防
波
堤
（
防
波
堤
の
安
全
率

を
縦
断
的
に
複
数
設
定
）
」

の
提
案
（
五
洋
建
設
�
）

�
津
波
で
洗
掘
さ
れ
る
こ
と

の
多
い
防
波
堤
港
内
側
の
マ

ウ
ン
ド
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
（
重
量
・
形
状
・
噛

み
合
せ
）
で
被
覆
す
る
工
法

（
技
研
興
業
�
）

�
港
内
側
の
マ
ウ
ン
ド
被
覆

に
袋
型
根
固
め
材
を
利
用
し

て
保
護
、
粘
り
強
く
す
る
工

法
（
不
動
テ
ト
ラ
�
）

	
浮
桟
橋
に
自
沈
装
置
を
設

置
し
て
、
津
波
来
週
時
に
は

沈
没
さ
せ
、
復
旧
も
容
易
と

い
う
装
置
の
提
案
（
ゼ
ニ
ヤ

海
洋
サ
ー
ビ
ス
�
）



長
尺
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ケ
ー

ソ
ン
（
底
版
・
フ
ー
チ
ン
グ

を
Ｓ
Ｒ
Ｃ
構
造
、
外
壁
を
鋼

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
合
成
版
、

隔
壁
を
鋼
製
と
す
る
長
い
ケ

ー
ソ
ン
）
で
、
目
地
が
少
な

く
、
幅
広
フ
ー
チ
ン
グ
に
よ

り
洗
掘
に
強
い
工
法
（
Ｊ
Ｆ

Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
）

�
防
波
堤
マ
ウ
ン
ド
に
長
方

体
型
ブ
ロ
ッ
ク
を
噛
み
合
わ

せ
良
く
被
覆
す
る
こ
と
に
よ

り
粘
り
強
く
す
る
工
法
（
日

本
コ
ー
ケ
ン
�
）

�
直
立
防
波
堤
の
港
内
側
補

強
工
法
と
し
て
「
サ
ブ
プ
レ

オ
フ
レ
ー
ム
（
底
な
し
フ
レ

ー
ム
状
ブ
ロ
ッ
ク
）
工
法
」

に
よ
り
洗
掘
防
止
と
粘
り
強

さ
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
（
日

建
工
学
�
）

以
上
の
よ
う
な
「
粘
り
強

い
構
造
」
の
多
種
多
様
で
具

体
的
な
技
術
の
発
表
が
あ

り
、
有
意
義
な
報
告
会
と
な

っ
た
。

大
日
本
水
産
会
（
白
須
敏
朗
会

長
）
の
主
催
に
よ
る
水
産
業
界
の

新
年
賀
詞
交
歓
会
が
８
日
昼
、
東

京
・
港
区
虎
ノ
門
の
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
東
京
で
開
催
さ
れ
、
林
芳
正

大
臣
を
は
じ
め
多
数
の
衆
参
国
会

議
員
、
水
産
中
央
団
体
、
大
手
水

産
会
社
、
荷
受
会
社
の
ト
ッ
プ
ら

約
６
０
０
人
が
集
っ
た
。
先
の
総

選
挙
で
復
活
を
果
た
し
た
鈴
木
俊

一
衆
院
議
員
や
水
産
業
界
と
ゆ
か

り
の
深
い
小
野
寺
防
衛
大
臣
も
出

席
し
、
例
年
以
上
に
明
る
い
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

平成２５年１月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人
社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

����������

平
成
２４
年
度
補
正
予
算

水水
産産
関関
係係
はは
１１
００
００
１１
億億
円円

「
粘
り
強
い
構
造
に
関
す
る
技

術
開
発
事
例
報
告
会
」を
開
催

農林水産大臣に
林芳正氏

林新大臣

漁 港 漁 場 月 報

平
成
２５
年
度
水
産
予
算
概
算
要
求
の
骨
子

水水産産業業界界のの賀賀詞詞交交換換会会盛盛大大にに

��� �����

約
６
０
０
人
の
関
係
者
が
集
っ
た



�������������������������
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�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
は
、
１２
月
１４

日
（
金
）
、
都
内
発
明

会
館
に
お
い
て
、
第
６

回
調
査
研
究
成
果
発
表

会
を
開
催
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
同

研
究
所
が
漁
港
、
漁
場
、

漁
村
に
お
け
る
様
々
な

要
請
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
先
端
的
な
研
究
、

技
術
開
発
等
の
成
果
を

一
般
の
方
々
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年
半
以
上
が
過
ぎ

復
旧
・
復
興
が
進
む
な

か
、
災
害
に
対
す
る
事

前
準
備
の
あ
り
方
な
ど

新
た
な
問
題
点
も
顕
在
化
し

て
き
た
こ
と
、
ま
た
中
央
防

災
会
議
で
は
、
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
に
対
し
て
は
住
民
等

の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
、
住
民
の
避
難
を
軸

に
と
り
う
る
手
段
を
尽
く
し

た
総
合
的
な
津
波
対
策
を
確

立
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
防
災
・
減

災
対
策
に
向
け
、
今
一
度
防

災
・
減
災
の
基
本
に
立
ち
戻

り
、
被
災
時
の
避
難
を
軸
と

し
た
防
災
・
減
災
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
併
せ
て
開

催
し
、
約
２
０
０
名
が
参
加

し
た
。
発
表
会
は
二
部
の
構
成
か

ら
な
り
、
第
一
部
の
調
査
研

究
発
表
会
で
は
、

�
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
津
波
に
よ
る
海
岸
保
全
施

設
の
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検

討
」
（
加
藤
広
之
）

�
「
被
害
状
況
調
査
支
援
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い

て
」
（
早
川
光
）

�
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
の

漁
場
施
設
へ
の
適
用
性
に
関

す
る
検
討
」
（
田
中
浩
生
）

�
「
人
工
マ
ウ
ン
ド
礁
に
お

け
る
マ
ア
ジ
の
標
識
放
流
を

用
い
た
効
果
範
囲
に
つ
い

て
、
な
ら
び
に
鹿
児
島
県
阿

久
根
地
先
の
人
工
マ
ウ
ン
ド

礁
に
お
け
る
超
音
波
バ
イ
オ

テ
レ
メ
ト
リ
ー
を
用
い
た
マ

ア
ジ
の
行
動
に
つ
い
て
」（
伊

藤
靖
）

の
４
題
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
「
安
全
で
安
心
な
漁
業

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～
こ

れ
か
ら
の
防
災
・
減
災
対
策

～
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、

先
ず
群
馬
大
学
大
学
院
教
授

片
田
敏
孝
氏
に
よ
る
基
調
講

演
「
想
定
を
超
え
る
災
害
に

ど
う
備
え
る
か
～
漁
港
漁
場

漁
村
に
お
け
る
津
波
防
災
を

考
え
る
～
」
と
災
害
に
強
い

漁
業
地
域
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
同
研
究
所
が
取
り

組
ん
で
い
る
防
災
・
減
災
に

係
る
事
例
を
紹
介
。

続
い
て
、
静
岡
大
学
防
災

総
合
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
准
教
授
牛
山
素
行
氏
を
座

長
に
、
川
田
和
徳
氏
（
高
知

県
黒
潮
町
情
報
防
災
課
南
海

地
震
対
策
係
長
）
、
大
西
正

隆
氏
（
尾
鷲
市
三
木
浦
町
内

会
副
会
長
）
、
盛
合
敏
子
氏

（
岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
理

事
、
岩
手
県
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
会
長
）
、
浅
川
典

敬
氏
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
防
災
漁
村
課
防
災
技
術

専
門
官
）
、
中
村
隆
氏
（
�

漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所

第
一
調
査
研
究
部
長
）
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
災
害
か
ら
身
を
守
る
～

漁
業
地
域
の
被
害
軽
減
に
向

け
て
～
」
を
行
っ
た
。

片
田
敏
孝
氏
の
基
調
講
演

で
は
、

〇
新
た
な
「
想
定
」
を
ど
う

捉
え
る
か

〇
釜
石
市
で
の
津
波
防
災
教

育
～
想
定
外
を
生
き
抜
く
力

を
育
む
姿
勢
の
防
災
教
育

〇
漁
業
集
落
に
お
け
る
津
波

防
災
の
取
り
組
み
～
根
室
市

落
石
地
区
の
事
例
～

〇
こ
れ
か
ら
の
防
災
に
求
め

ら
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
具
体
例
を
交
え
た

説
明
が
あ
っ
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
も
日
本
経
済
は
、

不
況
、
デ
フ
レ
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
水

産
業
、
漁
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な

る
ば
か
り
で
し
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
今
年
度
か

ら
新
し
い
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
も
と
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
と
と
も
に
、
災
害
に

強
く
安
全
な
地
域
づ
く

り
、
水
産
物
の

安
定
的
な
提
供

・
国
際
化
に
対

応
で
き
る
力
強
い
水
産
業

づ
く
り
、
豊
か
な
生
態
系

を
育
む
水
産
環
境
整
備
等

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
近
い

将
来
東
海
、
東
南
海
、
南

海
等
の
地
震
津
波
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
大
型
台
風
、
集
中
豪
雨

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
を
教
訓
と
し

た
、
漁
村
等
の
防

災
・
減
災
対
策
に

早
急
に
目
処
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
中

央
自
動
車
道
の
ト

ン
ネ
ル
内
の
崩
落

事
故
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

漁
港
等
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
も
待
っ
た
無
し
の

課
題
で
す
。
漁
港
施
設
の

場
合
建
設
後
３０
～
４０
年
経

過
す
る
も
の
が
多
く
、
構

造
物
そ
の
も
の
の
劣
化
の

み
な
ら
ず
機
能
の
低
下
も

著
し
く
、
長
寿
命
化
、
更

新
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準

化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
地
域
の
安
全
や
強

い
水
産
業
づ
く
り
を
支
え

る
こ
と
が
出
来
る
機
能
の

強
化
、
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
震
災
に
よ
り
漁

港
・
漁
村
の
水
産
物
の
安

定
供
給
や
生
活
の
場
と
し

て
の
重
要
性
が
改
め
て
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、
世

界
的
に
水
産
物
の
需
給
の

逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
水
産
物
の
自
給
率
を

高
め
て
国
民
に
安
全
な
水

産
物
を
安
定
的
に
提
供

し
、
水
産
業
を
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
次
世
代
に
伝

え
、
豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
漁
村
を
形
成
し
て

い
く
こ
と
は
国
民
的
課
題

で
す
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の

課
題
の
解
決
に
向
け
た
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備

が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
国
民
の
理
解
と
支
持

を
得
る
広
報
・
啓
発
活
動

を
始
め
と
す
る
活
動
に
一

層
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く

所
存
で
す
。

こ
の
漁
港
漁
場
月
報

は
、
昭
和
２９
年
（
１
９
５

４
年
）
１１
月
の
第
１
号
の

発
行
か
ら
今
回
で
７
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

６０
年
の
間
に
水
産
業
と
漁

村
の
姿
が
大
き
く
変
貌
す

る
な
か
、
こ
の
月
報
は
水

産
業
、
地
域
の
振
興
と
そ

れ
を
支
え
る
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
の
整
備
を
現
場
と

と
も
に
考
え
る
我
が
国
唯

一
の
機
関
紙
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
た
も
の
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
会
員
を
始
め
と

す
る
読
者
の
皆
様
の
お
陰

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
浜
、
現
場
の
声
と
姿
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
を
み
ん
な
で
考
え

る
手
助
け
と
な
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
所
存
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長＝

野
村
興
兒
・
萩
市

長
）
は
、
１１
月
２０
日
（
火
）、

山
口
市
内
の
翠
山
荘
に
お
い

て
、
県
及
び
市
町
の
漁
港
漁

場
関
係
担
当
者
約
５０
名
の
参

加
を
得
て
平
成
２４
年
度
漁
港

漁
場
関
係
担
当
職
員
研
修
会

を
開
催
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
、
県
と
漁
港
漁
場
協
会
の

共
催
に
よ
り
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
３４
回

目
と
な
る
。

研
修
会
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
田
中
泰
三
・
県
漁
港

議
場
整
備
課
主
査
の
挨
拶
に

続
い
て
講
義
が
行
わ
れ
、
出

席
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い

た
。特
に
今
年
度
は
、
市
町
か

ら
の
要
望
に
よ
り
、
漁
港
管

理
事
務
に
重
き
を
置
い
た
研

修

会

と

し
、
水
産

庁
漁
港
漁

場
整
備
部

計
画
課
か

ら
計
画
官

の
矢
島
由

美
子
氏
を

講
師
に
迎

え
、
「
漁

港
管
理
に

つ
い
て
」

と
題
し
て

の
講
演
と

質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

の
防
災
技
術
専
門
官
の
浅
川

典
敬
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
『
災
害
に
強
い
漁
業
地
域

づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け

る
漁
業
集
落
の
防
災
対
策
の

調
査
点
検
と
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
る
東
海
地
震
、
東
南

海
、
南
海
地
震
等
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
の

あ
る
地
域
に
位
置
す
る
漁
業

集
落
の
防
災
対
策
の
緊
急
調

査
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
見

直
し
が
行
わ
れ
た
標
記
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
詳
細
か

つ
内
容
の
濃
い
講
演
が
あ
っ

た
。演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。
〇
公
共
工
事
の
適
正
執
行
に

つ
い
て
（
山
口
県
農
林
水
産

部
漁
港
漁
場
整
備
課
整
備
班

主
査
田
中
泰
三
）

〇
山
口
県
の
漁
場
整
備
に
つ

い
て
（
山
口
県
農
林
水
産
部

漁
港
漁
場
整
備
課
計
画
班
主

査
高
田
茂
弘
）

〇
国
有
財
産
の
管
理
に
つ
い

て
（
山
口
県
農
林
水
産
部
漁

港
漁
場
整
備
課
漁
港
管
理
班

主
事
西
村
清
和
）

〇
漁
業
調
整
制
度
に
つ
い
て

（
山
口
県
農
林
水
産
部
水
産

振
興
課
漁
業
調
整
取
締
班
主

任
勢
登
章
司
）

〇
質
問
事
項
回
答
（
山
口
県

農
林
水
産
部
漁
港
漁
場
整
備

課
漁
港
管
理
班
主
任
河
口
正

己
）
〇
漁
港
管
理
に
つ
い
て
・
質

問
事
項
回
答
（
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
計
画
官

矢
島
由
美
子
）

〇
「
災
害
に
強
い
漁
業
地
域

づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

つ
い
て
（
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
防
災
技

術
専
門
官
浅
川
典
敬
）

社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
平
成
２４
年
度
漁
港

漁
場
講
習
会
を
３
月
１８
日

（
月
）
午
前
１０
時
よ
り
午
後

５
時
ま
で
の
日
程
で
、
東
京

都
港
区
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル

９
階
「
石
垣
記
念
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
各
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
、
漁
業
協
同

組
合
、
民
間
企
業
の
担
当
者

が
出
席
し
、
水
産
庁
担
当
官

に
よ
る
予
算
の
概
要
を
は
じ

め
、
現
在
・
今
後
の
水
産
行

政
の
動
向
な
ど
を
中
心
に
、

事
例
紹
介
等
も
盛
り
込
ん
だ

幅
広
い
講
義
科
目
が
組
ま
れ

て
お
り
、
出
席
者
の
今
後
の

事
業
推
進
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

開
催
案
内
に
つ
い
て
は
、

現
在
講
義
内
容
等
に
つ
い
て

調
整
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
月
上
旬
を
目
処
に
詳
細
な

案
内
を
発
出
す
る
予
定
で
す

が
、
開
催
日
時
等
は
確
定
し

て
い
る
の
で
ご
案
内
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
多
数
の

方
々
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

参
加
に
当
た
っ
て
は
、
各

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
を

通
じ
て
社
団
法
人
全
国
漁
港

漁
場
協
会
に
申
し
込
み
を
し

て
頂
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

現
時
点
で
の
講
義
科
目
の

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
８
題
程
度
を
予
定
）

◎
磯
部
雅
彦
東
京
大
学
大
学

院
教
授
に
よ
る
「
津
波
対
策

に
お
け
る
海
岸
保
全
施
設
と

避
難
の
考
え
方
」
と
こ
れ
に

関
連
す
る
講
義
（
２
題
程
度
）

◎
水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算

の
概
要

◎
つ
く
り
育
て
る
漁
業
予
算

の
概
要

◎
水
産
庁
担
当
官
に
よ
る
現

在
・
今
後
の
水
産
行
政
の
動

向
に
つ
い
て
の
講
義
（
３
題

程
度
）

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

は
、
「
備
え
る
～
災
害
に
負

け
な
い
（
仮
題
）
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
平
成
２５
年
２
月

２７
日
（
水
）
午
後
１
時
３０
分

よ
り
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成

で
、
第
１
部
は
３
名
の
方
々

よ
り
話
題
提
供
を
い
た
だ

き
、
第
２
部
で
は
こ
れ
ら
を

受
け
た
討
論
を
行
う
こ
と
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
、
決
定
次
第
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
予
定
内
容‥

仮
題
）

◎
話
題
提
供

○
災
害
に
強
い
漁
村
づ
く
り

‥

水
産
庁
防
災
漁
村
課

浅
川
典
敬
氏

○
漁
村
に
お
け
る
取
組
み

‥

徳
島
県
美
波
町

小
坂

進
氏
○
復
興
ま
ち
づ
く
り‥

�

漁
村
計
画

富
田
宏
氏

◎
討
論

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー‥

東
海
大
学
准
教
授

関
い
ず

み
氏

１２
月
１３
日
（
木
）

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協

会
事
務
局
長

森
下

照
美
氏

平 成
２４年度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

����	
�
�� 
��

年年
頭頭
のの
ごご
挨挨
拶拶

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
の
着
実
な
推
進
を

平成２４年度

漁港漁場講習会

３月１８日開催

�社
全
国
漁
港
漁
場
協
会

会
長

田
中
潤
兒

�全国漁港漁場協会

３４回目の開催となった

漁 港 漁 場 月 報

「「調調査査研研究究成成果果発発表表会会」」開開催催
�漁港漁場漁村技術研究所

今後の防災・減災対策をテーマに開催

平成２４年度

漁村女性セミナー

２月２７日開催

�全国漁港漁場協会

漁漁
港港
往往
来来

自
１２
月
１
日

至
１２
月
２８
日

�����

第
６
回




